
 
 

――――医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。―――― 

添 付 文 書 改 訂 の お 知 ら せ
 

2008 年 11 月 
（08-102） 

Ｖ2-受容体拮抗剤 

 

(一般名：モザバプタン塩酸塩) 

 
 

標記製品につきまして、添付文書を自主的に改訂いたしましたのでご案内申し上げます。 
今後のご使用に際しましては、改訂後の添付文書をご参照くださいますようお願い申し上げます。 
 

■添付文書改訂内容（改訂部分のみ抜粋） 

下線部：改訂箇所   

【改訂理由】 

販売名：商標登録を受けたことに伴い「フィズリン TM」から「フィズリンⓇ」に変更しました。 

相互作用：薬食審査発第 0806001 号(平成 19 年 8 月 6 日付) “我が国における医薬品の一般的名称の変

更について（その１）”に基づき整備しました。 
 

■その他添付文書改訂内容（改訂部分のみ抜粋） 
製造販売元の社章とロゴを変更しました。 

改訂後 改訂前 

  

下線部：改訂箇所 

 

改訂後 改訂前 
〔販売名〕 

 

〔販売名〕 

 

〔使用上の注意〕 

3.相互作用 

併用注意(併用に注意すること)  

〔使用上の注意〕 

3.相互作用 

併用注意(併用に注意すること)  

薬剤名等 
臨床症状・ 

措置方法 

機序・ 

危険因子 
薬剤名等 

臨床症状・ 

措置方法 

機序・ 

危険因子 

薬物代謝酵素(CYP3A4)

の基質となる薬剤 

デキストロメトルフ

ァン臭化水素酸塩水

和物 

抗悪性腫瘍薬(イリ

ノテカン塩酸塩水和

物、ビンクリスチン

硫酸塩等) 

鎮痛剤(オキシコド

ン塩酸塩水和物、ブ

プレノルフィン塩酸

塩、フェンタニルク

エン酸塩、フェンタ

ニル等)等 

代謝阻害により、

基質となる薬剤

の作用が増強す

るおそれがある。

本剤は、これ

らの薬剤の

CYP3A4 によ

る代謝を阻

害するおそ

れがある。

(〔薬物動態〕

の項参照) 

薬物代謝酵素(CYP3A4)

の基質となる薬剤 

デキストロメトルフ

ァン臭化水素酸塩水

和物 

抗悪性腫瘍薬(塩酸

イリノテカン、ビン

クリスチン硫酸塩

等) 

鎮痛剤(オキシコド

ン塩酸塩水和物、塩

酸ブプレノルフィ

ン、フェンタニルク

エン酸塩、フェンタ

ニル等)等 

代謝阻害により、

基質となる薬剤

の作用が増強す

るおそれがある。

本剤は、これ

ら の 薬 剤 の

CYP3A4 に よ

る代謝を阻害

するおそれが

ある。(〔薬物

動態〕の項参

照) 

  


